
内
ク
ワ
畑
三
反
歩
）

�
作
物
　
米
三
町
五
畝
歩
、
麦
二
町
二
反
歩
（
裏
作
）

レ
ン
ゲ
五
反
歩
〜
一
町
四
反
歩
（
裏
作
）

ダ
イ
ズ
六
畝
歩

�
野
菜
　
サ
ツ
マ
イ
モ
五
畝
歩
、
テ
ン
ジ
ク
マ
メ
　

一
畝
歩
、
ダ
イ
コ
ン
ほ
か
三
畝
歩

�
養
蚕
　
春
・
夏
・
秋
の
三
回

と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
多
角
経
営
で
、
四
角
形

農
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
経
営
が
で
き
た
の
は
、
耕
う
ん
や
も

み
ず
り
に
畜
力
を
導
入
し
て
労
力
の
省
力
化
を
は
か

り
、
経
営
の
合
理
化
に
努
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
年

間
収
入
は
、
三
千
三
百
八
十
三
円
十
二
銭
で
、
支
出

は
一
千
百
六
十
一
円
八
十
銭
と
い
う
こ
と
で
、
純
利

益
は
二
千
二
百
円
余
り
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
し
て
も
、
傳
三
郎
は
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
農
業
を

支
え
た
一
人
で
あ
り
、
精
農
型
農
家
の
典
型
と
い
え

よ
う
。

一
方
、
傳
三
郎
は
山
崎
村
若
衆
連
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、
後
継
者
を
育
て
る
た
め
に

村
の
青
年
に
横
屋
（
別
棟
）
を
開
放
し
、
人
生
を
語
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人�

物�

で�

語�

る�
日�
本�

デ�

ン�

マ�

ー�

ク�
人�

物�

で�

語�

る�
日�
本�

デ�

ン�

マ�

ー�

ク�
山
崎
町
神
明
社
南
の
道
路
に
隣
接
し
て
水
上
傳
三

郎
の
銅
像
が
あ
り
、
台
地
や
西
鹿
乗
川
一
帯
の
低
地

を
見
下
ろ
し
て
い
る
。

傳
三
郎
は
一
八
六
五
年
（
慶
応
元
年
）
十
一
月
、

傳
蔵
と
ゆ
り
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
温
厚
実
直
で

向
上
心
が
旺
盛
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
学
業
に
励
み

な
が
ら
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
。

傳
三
郎
の
家
は
山
崎
村
の
し
ょ
う
屋
を
務
め
る
ほ

ど
裕
福
な
家
で
あ
っ
た
が
、
傳
蔵
が
土
地
購
入
の
ト

ラ
ブ
ル
で
多
く
の
資
産
を
失
い
、
そ
の
た
め
、
傳
三

郎
は
十
七
歳
で
家
業
を
継
い
だ
。

そ
の
時
の
資
産
は
、
田
八
反
歩
、
畑
一
反
五
畝
歩
、

宅
地
八
畝
歩
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
後
傳
三
郎

は
日
夜
農
業
に
励
み
、
山
林
を
開
墾
し
た
り
土
地
を

購
入
し
た
り
し
て
、
二
十
数
年
後
に
は
田
三
町
余
り

を
所
有
す
る
ま
で
資
産
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

昭
和
初
期
の
水
上
家
の
経
営
規
模
は
、

�
家
族
労
働
　
四
名
　

�
家
畜
　
　
　
牛
一
頭
　

�
耕
作
面
積
　
田
三
町
五
畝
歩
、
畑
五
反
歩
（
そ
の

っ
た
り
山
崎
延
吉
の
農
業
経
営
の
仕
方
を
話
し
た
り

し
た
。
時
に
は
、
個
人
的
な
悩
み
を
聞
い
た
り
、
相

談
相
手
に
な
っ
た
り
し
て
、
彼
ら
に
夢
と
希
望
を
与

え
、
指
導
者
と
し
て
信
望
が
厚
か
っ
た
と
い
う
。

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
三
年
）
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
や
実
績
が
認
め
ら
れ
、
安
城
町
農
会
の
副

会
長
に
就
任
し
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
三
月

ま
で
務
め
た
。
こ
の
間
、
町
農
会
の
幹
部
と
し
て
指

導
力
を
発
揮
す
る
と
共
に
、
新
し
い
農
業
経
営
の
普

及
に
努
め
た
。
ま
た
、
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
年
）

三
月
か
ら
十
年
余
り
安
城
町
収
入
役
の
要
職
に
あ
っ

た
。傳

三
郎
は
、
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
九
月
、

七
十
歳
の
生
涯
を
終
え
た
が
、
勤
倹
い
ち
ず
の
人
で

あ
っ
た
。
山
崎
町
の
住
民
は
、
一
九
三
五
年
（
昭
和

十
年
）
三
月
、
傳
三
郎
の
遺
徳
を
し
の
び
、
銅
像
を

建
立
し
た
。
撰
文
は
山
崎
延
吉
が
し
た
た
め
、
山
崎

町
在
住
の
鈴
木
福
太
郎
が
浄
書
し
た
。
今
も
傳
三
郎

の
銅
像
は
、
変
わ
り
ゆ
く
安
城
の
地
を
じ
っ
と
見
つ

め
て
い
る
。

文
　
稲
垣
維
晁

�
　
水
上
傳
三
郎

▲水上傳三郎の像（山崎町）

み
ず
が
み
で
ん
ざ
ぶ
ろ
う

た
ん
ぶ

せ
　
ぶ

▲撰文　山崎延吉
書　鈴木福太郎

か
い
こ
ん

ち
ょ
う

よ
う
さ
ん

ち
く
り
ょ
く

の
ぶ
き
ち

い
と
く

じ
ょ
う
し
ょ

せ
ん
ぶ
ん

つ
な
あ
き


